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論文審査の要旨

泌尿器臆擦の診断において、尿細胞診は簡便で低侵襲性の検査法であるが、他

の細胞診と比較して、特異度は高いものの感度が低いとされている。本研究は

癌細胞が 5-aminolevulinic acid (ALA) を取り込み、その代謝産物であるブロロトポノレブイ

リンIX (PpIX) が正常細胞より癌細胞において過剰に蓄積することで蛍光として検出

できることに着目して、尿中に出現する前立腺癌細胞の光力学的診断の応用を検討し

たものである。本研究に先立ち、 ALA に関連する蛋白質のうち、 ferrochelatase が Pp

IX の蓄積に重要であること、勝脱癌の尿細胞診においても ALA を用いた光力学的診

断が有用であることを示した上で、前立腺針生検を施行した 138 例に対し、生検直前

の直腸診および前立腺マッサージ後に尿を採取し、尿中剥離細胞にALA 処理を加え

て、蛍光顕微鏡下に蛍光陽性細胞を測定した。その結果、感度 74.1%(60/81 例)、特

異度 70.2% (40/57 例)で、感度では PSA 、直腸診、経直腸超音波検査より優れ、特異

度では PSA 、PSA density 、%企 ee PSA より優れていた。加えて、光力学診断と PSA

density が前立腺癌の予測因子であることも示され、前立腺癌の尿細胞診の感度上

昇に ALA を用いた光力学診断が有用であり、泌尿器腫療の診断の向上に寄与するも

のと考える。
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに泌尿器科学の進歩に

寄与するところが大きいと認める。
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